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問
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

福
岡
県
で
も
７
年
前
に
福
岡

西
方
沖
地
震
が
発
生
し
た
。

今
、
市
民
の
防
災
に
対
す
る

意
識
は
非
常
に
高
く
な
っ
て

い
る
。
今
年
１
月
よ
り
、
市

内
す
べ
て
の
小
学
校
で
、
住

民
、
地
域
支
援
課
、
消
防
署
、

女
性
消
防
団
の
協
力
で
避
難

訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
後
の
地
域
・
自
主
防
災
の

取
り
組
み
は
。

地
域
支
援
課
長
　
県
の
補
助

金
を
活
用
し
、
各
地
域
で
の

­

議
員
提
案
で
の
条
例

「
石
垣
市
」

　

地
方
分
権
一
括
法
の
施
行

に
伴
い
、
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
本
市
議
会
に
お
い

て
は
、
政
策
的
条
例
に
つ
い

て
の
議
員
提
案
等
に
関
し
て
、

議
論
が
深
ま
っ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
。

　

石
垣
市
議
会
で
の
研
修
で
、

政
策
的
議
員
提
案
条
例
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
。

　

議
員
提
案
と
は
、
地
域
と

密
着
し
た
議
員
が
市
民
の
生

の
声
を
聞
き
、
市
民
と
一
緒

に
な
っ
て
作
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
、
市
民
が
本
当
に
必

要
と
す
る
条
例
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
分
権
時
代
に
お

け
る
地
方
議
会
で
の
役
割
の

確
立
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

た
。

　

特
色
あ
る
議
会
改
革

「
那
覇
市
」　

　

議
会
は
二
元
代
表
制
の
一

翼
で
あ
る
。
地
方
分
権
の
流

れ
の
中
、
議
会
の
機
能
を
充

実
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
、

そ
の
責
務
を
遂
行
す
る
と
い

う
主
旨
か
ら
、
特
色
あ
る
議

会
改
革
を
推
進
し
て
い
る
那

覇
市
議
会
を
研
修
し
た
。

　

研
修
で
は
行
政
へ
の
監
視

機
能
を
強
め
、
市
民
の
声
に

応
え
、
議
員
と
し
て
の
責
務

が
十
分
果
た
せ
る
よ
う
常
に

運
営
方
法
を
見
直
し
、
公
正

で
公
平
な
市
民
に
と
っ
て
開

か
れ
た
議
会
に
な
る
よ
う
に

改
革
を
進
め
て
行
く
必
要
性

を
感
じ
た
。
ま
た
、
立
法
機

関
で
あ
る
議
会
と
執
行
機
関

で
あ
る
行
政
と
の
二
元
代
表

制
の
意
味
も
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。

防
災
用
品
も
一
部
提
供
で
き

た
。
来
年
以
降
も
定
期
的
に

継
続
す
る
よ
う
に
、
取
り
組

み
を
進
め
る
。

大
規
模
災
害
時
の
応
援

協
定
は

問
　
久
留
米
、
大
川
、
柳
川

市
は
国
土
交
通
省
九
州
地
方

整
備
局
と
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
る
が
、
筑
後
市
は
締

結
し
て
い
る
か
。

地
域
支
援
課
長
　
締
結
の
方

向
で
進
め
て
い
る
。
災
害
に

備
え
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
復

旧
、
食
糧
、
飲
料
水
の
確

保
、
仮
設
ト
イ
レ
、
住
宅
な

ど
の
確
保
の
為
、
市
内
外
の

１
１
４
企
業
、
事
業
所
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。

問
　
災
害
時
要
援
護
者
の
登

録
数
は
。

市
長
　
現
在
筑
後
市
内
に

は
、
こ
の
制
度
の
登
録
要
件

に
該
当
す
る
市
民
が
、
約
３
，

６
０
０
人
と
推
計
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
６
０
０
人
が

登
録
を
申
請
さ
れ
て
い
る
。

筑後市の自主防災は

　答 各地域での訓練を定期的に継続する

近藤 佳治 議員

地域での自主防災の取り組み

石垣市（人口　４８，７５５人）
那覇市（人口３２０，４２５人）
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